
いいまち合金夢のまち

IMAKANE PUBLlC INFORMATION 

a 

1<:"， 

ι， 

町
一…

b
a
o
 

「北高祭」仮装パレード
今年で31回を数える袷山北高等学校の北高祭が 7月19

日から21日まで開催され、 19日には恒例の仮装パレード

が行われました。クラスごとに仮装した生徒たちは、総

合体育館前で音楽に合わせ踊りを披露、その後市街地を

織り歩き、沿道から渇かい声援がおくられていました。

今金高校と北槍山高校が統合し、昭和47年4月1日北

槍山町丹羽地区に開校した現在の校舎も老朽化のため現

在改築中。10月には新校舎が落成し、思い出いっぱいの

校舎で行う「北高祭」も今年が最後となりました。



今
金
町
民
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

立
候
補
届
が

7
月
2
日
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
、

8
日
に
は
公
選
で
決
ま
っ
た
新
し
い
農
業
委
員

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
当
選
証
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
会
、
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
共
済

組
合
か
ら
の
推
隠
者
に
は
村
本
町
長
か
ら
選
任

証
舎
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
が
召
集
し
た

7
月
幻
日
の
初
総
会
で
は

会
長
に
田
中
春
次
さ
ん
、
会
長
代
理
に
樺
口
忠

克
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
公
選
に
よ
る
委
員
川
名
と
議

会

・
農
業
関
係
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
5
名
の

割
問
名
で
委
員
会
が
運
蛍
さ
れ
て
い
ま
す
。

， 

日赤社業功労者特別表彰
村本 光夫分区長

議席
氏名 選挙選任

再任

番1号 i仁木繁夫
新任

議会推薦 再 農 地
2 山崎 仁 議会推薦 再 農 政

1 4 3 安藤信孝 公 選 再 量動部会長代理・広報

l 岸 泉 公 選 再 広報委員長.1ft 

L1l -56 8 g 7 1肉弁孝

共済推薦 再 農 地

目 山本 豊 議会推薦 再 農 政

南川 柴 公 選 再 農 地

5下秋雄 公 選 幸万 E量 政

村瀬重 公 選 華月 農 政

11102 1 1伊藤正行
公 選 再 量地罰金長 I広報

水野正則 公 選 再 盟副罰金長広報

村上忠弘 公 選 再 畠地苗会長R理・広報

114 3 
長谷川政昭 公 選 再 農 i也

漂口忠克 公 選 再 会長任理・置地

15 回中春次 農協推薦 再 会 長

圃農業委員名簿

日
本
赤
十
字
法
制
定
印
周
年
及
び

日
本
赤
十
字
社
創
立

1
2
5
周
年
を

記
念
し
、
社
業
功
労
者
特
別
表
彰
の
役

職
員
功
労
者
と
し
て
恰
山
地
区
の
村

本
光
夫
今
金
分
区
長
(
今
金
問
長
)
が

暗
躍
は
れ

7
月
4
目、

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
に
お
い
て
伊
藤
満
日
本
赤
十
字
社

他
山
地
区
長
(
伶
山
支
庁
長
)
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
年
以
上
在
職
し
た
役
職

只
功
労
者
に
対
し
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。今

金
分
区
で
は
、
福
祉
事
業
の
手
伝

い
、
災
苫
時
の
救
媛
活
動
、
治
初
作
業

な
ど
様
々
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

。• • 
社会福祉協議会に車椅子寄贈

今
金
町
農
業
協
同
組
合
で
は
、
北
海
道
信

刑
段
業
協
同
組
合
連
合
会
と
協
力
し

7
月

1
日
、
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
椅
子

3
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

で
行
わ
れ
、
「
高
齢
者
対
策
を
中
心
と
し
た

生
活
面
で
の
幅
広
い
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

地
峨
社
会
の
発
展
に
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。
」
と
今
金
町
段
業
協
同
組
合
の

境
団
組
合
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
同
社
会
初
制
協
議
会
の
荒

升
会
長
は
「
早
速
、
地
域
の
社
会
福
祉
活
動

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
ア
ル
ミ
製
で
非

常
に
軽
量
の
う
え
、
ハ
ン
ド
式
介
助
ブ
レ
ー

キ
も
装
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
介
助
者
に
も

持
ち
運
び
ゃ
す
く
使

い
や
す
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今金町農業協同組合

J¥ーンサイド高校から一行27人

町を表敬訪問

• • 
犯罪や非行のない明るい社会を

ω 

治
山
北
部

4
町
で
構
成
す
る
瀬

棚
地
区
保
護
司
会
が

7
月
1
日
役

場
を
訪
れ
、
第
臼
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
佐
々
木
秀
雄
会
長

が
朗
読
し
、
村
本
町
長
に
運
動
の
協

力
を
要
請
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

今
金
保
畿
司
会
で
は
町
内
を
回
り

犯
罪
や
非
行
防
止
を
啓
発
し
て
あ

る
き
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

「犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
を
支
え
、
人
々
が
支
え
合
っ
て
生

き
て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
に

参
画
す
る
」
を
重
点
目
標
に
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
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わが家の自慢に審査員絶賛

直王室重亙盟
。最高位

ひらかっ

野田定雄(八束)

O準最高位

はつくに

荒川力蔵(金!京)

直霊童亙璽
。最高位(同時に肉牛の部最高位)

ありさ 4

上村和宏(神丘)

O準最高位(同時に肉牛の部準最高位)

かしわ 9
荒川力蔵(金原)

第39回今金町家畜共進会

0準最高位

ベル77ーム 7イ;Fリーチャールズダーハム

鈴木 真(鈴阿)

直霊童王亙冨
。最高位(同H寺に乳用牛の部最高位)

ベル77ームエースバック 7ディダス

鈴木 真(鈴岡)

0準飯高位(同時に乳用牛の部準最高位)

シャインメイル リーダーマスコット

安藤輝雄(神丘)

EE函mI:lDJ;1_一一一一一一一一一ー

EE語ftTl司l一一一一一一一一一一一一一一

。最高位

クマイシチェ リー

村上英雄(白石)定雄(金原)

今金婦人会では市街地や周辺地域に住む高齢者を

町民センターに招き 6月23日、 今金地区敬老会を行

いました。

敬老会には約280人が参加、余興ではカラオケや

腕りが披露され、特に今金今金小百合保育園の園児

たちによる遊戯に目を細めていました。

今金婦人会、日赤奉仕団、自治会連合会の方々が

準備や料理作りなどにあたり、参加したお年寄りは

美味しい手料理を食べながら交流を深めていました。

|いつまでもお元気で

第39回今金町畜産共進会が7月19
目、今金町家畜共進会場で行われ、

手塩にかけて育てあげた乳用牛 ・肉

用牛 ・馬が出陳され自慢の体形を競

い合いました。

共進会には乳用牛32頭、肉用牛30
頭、馬21頭の計83頭が出陳され、会

場内は大変賑わっていました。

出陳された牛 ・馬はいずれも素晴

らしい体形で、審査員からも絶賛さ

れていました.

結果は次のとおり。(敬称略)
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軍主主亙画
。最高位

しげひめ

佐藤弘一(金原)

O準最高位

さくら

山田

( 

E 羽田..邑量破~1tI一一一一一一

直王室重亙画
。最高位

ベルファーム IIリ7ント レクサλ

鈴木 真(鈴岡)
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寸

A
Yド
コ
小

町
保
健
福
祉
課
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
お
年
寄
り
を
対
象
に

「
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
友

・
悠

・

湯
」
と
題
し
た
健
康
相
談
を
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
「
あ
っ
た
か
ら
ん

ど
」
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
6
月
6
日
か
ら
8

月
2
日
ま
で
行
わ
れ
、
各
地
区
ご

と
4
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
た

老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
が
、

3

回
の
講
座
で
体
が
不
自
由
な
人
の

疑
似
体
験
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
弁

当
の
試
食
な
ど
体
験
し
た
も
の
で

す
。今

回
は
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
・

・
転
倒
予
防
の
運
動
を
し
て
み
よ

う
」
を
テ
l
マ
に
日
進
、
八
束
、

白
石
、
神
丘
か
ら
集
ま
っ
た
お
年

寄
り
約
閃
人
が
、
演
歌
歌
手
と
し

て
活
躍
中
の
氷
川
き
よ
し
さ
ん
の

ヒ
ッ
ト
曲
「

X
ン
ド
コ
節
」
の
曲
に

合
わ
せ
、
船
こ
ぎ
や
足
ぶ
み
な
ど

を
取
り
入
れ
た
「
ズ
ン
ド
コ
体
操
」

を
行
い
ま
し
た
。

お
馴
染
み
の
曲
と
あ
っ
て
体
操

αつ

N PO(特定非営利活動法人)後志利別川清流保護の

会(会長・秋元蒜)では今金町、北槍山田Tの官公署、各

種団体、建設業関係者や一般IIIT民などに呼びかけ 7月6

目、後志利別川のi可川消帰を行いました。

河川清掃には、 24団体約220人が参加し両町とも 2ト

ントラック 1台分のごみが拾われました。

みなさんのカで今年も日本一の消流に !

|河川清掃に 220人m.  i平' 爪戸111
匝亀註p-ιιーームコト「岳町asa 

噌守 !.'与.'b.内"..--.;:.. -1 

J 

ズ
ン
ド
コ
体
操
で

転
倒
予
防

中
に
、
「
ヨ
イ
シ
ヨ
」
と
言
う
か
け

声
も
飛
び
出
す
な
ど
、
音
楽
に
合

わ
せ
気
軽
に
で
き
、
大
変
楽
し
そ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

転
ぶ
の
を
こ
ら
え
る
力
は
、
腰

ま
わ
り
の
筋
肉
と
と
も
に
、
体
全

体
の
筋
肉
と
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
が
要
因
と
さ
れ
、
こ
れ
を

鍛
え
る
運
動
が
「
ズ
ン
ド
コ
体
操
」

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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「キャーjと悲鳴があがり 、交

通事故の恐怖を感じたよう

です。

同事業所では、荷物配送中

に細い裏道などで危険な状

況に遭遇したことが何度も

あると言います。この指導

を通じ「少しでも多くの子ど

もたちに、自動車の危険さを

知ってもらい、未然に事故を

防げれば」と話していました。

急な飛び出しは、いくら運

転手が気を付けていても、防

げるものではありません。

小さいお子さんがいる保護

者の方は、飛び出しなどしな

いよう日頃から指導するよ

心がけてください。

し

れ

ωぶ
島
星

今金幼稚園のお母さんで

組織する「こぐまクラブ」で

は、ヤマト運輸株式会社瀬棚

営業所の協力を得て 6月初

日、老人福祉センター駐車場

で交通安全の実践指導を行

いました。指導には、今金幼

稚園・今金保育所・今金小

百合保育園の子どもたち約

100人が参加し交通事故の恐

怖を体験しました。

指導には同営業所のl隊員 9

人があたり自動車のランプ

説明 ・交差点の巻き込み事

故・飛び出し事故・車の死

角舵認の状況を営業用のト

ラックを使い行いました。

実験では、子どもたちか

| 固の教育ローンのご案内 | 
ご融資額 学生・生徒お l人につき200万円以内

-::;""返済期間 10年以内

言書置 期 間 在学期間]以内で元金の指置ができます。

証(財)教育資金融資保証基金または保証
人(]名以上)

ご返済額

月 ボーナス月

-ご返済の目安(年2.1%の場合)

企事業所職員の問いかけに、元気よく苔え
もたち.

， 
毎

E tffJ~5j冨副Il!l~当官車両型書恒圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

200万円

E E回::Ii届~.-=匝民主瑚亙車両聖書量師団=iI時軍事宮掴世帯't;fT/jI)陸"・

5年(59回払)

10年(119回払)
200万円

圃問い合わせ先
国民生活金融公庫函館支庖教育ロ ン係
'!'l'O 1 38 -2 3 -829 1 

79， 800円
41， 900円

35， 800円
18，700円

26， 800円
14，000円

高校や大学 ・専門学校・各種学校などへ進学するた

めの諸費用や、在学中の授業料・下宿代など、お子様の

教育に必要な資金を融資する公的制度として、低利な

「国の教育ローン」がお役に立ちます。

ご利用できる方1世帯の年間収入が990万円(事業所得者は770
国，万円)以内の保鰻者の方

.高等学校、高等専門学校
・短期大学、大学、大学院
.専修学校、各種学校、経理学校、予備校、
デザイン学校など

融資の対象1・盲学校、聾学校、養護学校、の各高等部
.外国の高等学校、高等専門学校、短期大学、
大学大学院など(6カ月以上の留学に限り
ます。)
.その他就業能力開発校などの教育施設

.学校納付金

.受験にかかった費用
lお使いみち!・アパート・マンションの敷金 ・家賃など

.学習塾費.教科書代.学習用品費、パソコ
ン購入費、通学費用、国民年金保険料など

5年(59回払)

10年(119回払)

ご返済期間

品品

企トラックの買角を体験する子どもたち。• • 
7月18日には

街頭啓発
ぷュhボールを通:-t;.
交通安全推進

圃相談期間

平成1'1年7月l日(月)から平成15年3月5EI C7K)まで

午前 9時30分~午後 3時まで(土・日 祝日を除く)

・持参する書類

相談を受けられる方は、障害者手帳、療育手帳、

障害を確認できる書類を持参してください。 4・役場前の国道で、

道行くドライパ

に自分たちが作っ

た可愛いマスコッ

卜をドライパ に

手渡し啓発する園

児たち。

第 15回交通安全ゲ トボール大会が町交通

安全協会・交通安全運動推進委員会の主催で

7月 5日、高美ゲートボール場で行われました。

大会には111]内から 9チーム58人が参加、白熱

した試合が繰り広げられました。

この日集まったお年寄りには、交通安全のパ

ンフレッ卜が配られ意識を促しました。大会

前には交通通安全祈願祭も行われました。

又は

訓練第一課》

訓練科目、その他詳しいことについては、障害能力開

発校または最寄りの公共職業安定所へ問い合わせくださ

い。

《北海道障害者職業能力開発校

北海道障害者職業能力開発校では、平成15年度の入校

希望者を対象に障害の程度や能力に応じた訓練科目が選

択できるよう、次により相談を行っておりますのでお気

軽におこしください。

・相談申込先及び相談場所

北海道障害者職業能力開発校

干073-0115 砂川市焼山60番地

回0125-52-2774 因。125-52 -9177 

※相談を希望される方は、事前に電話で申し込んでくだ

さい。

入校前適正相談のご相談

砂市街地に出向き、

お母さんたちとー

緒に信号の見方や

横断の仕方を学ぶ

園児たち。

4・.島

品 9E 

人
も
;
司

う

「
ゆ
と
り
休
暇
」
宅

も
っ
と
元
気
に
/コ

「
有
給
休
眠
で
、

す
い
て
る
時
期
に

版
行
に
行
っ
た
ら
、

す
ご
S
〈
エ
ン
ジ
ョ
イ

で
き
ま
し
た
」

こ
ん
な
、

「ゆ
と
り
休
暇
」
由
実
現
は、

個
人
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
、

社
会
的
に
は

個
人
消
費
艦
大
に
よ
る

景
気
回
置
や

地
域
活
性
化
を

も
た
ら
す
な
ど
、

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
日
本
を

築
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た

有
給
休
暇
を

1
0
0
%活
用
し

「
ゆ
と
り
休
暇
」
を

と
り
し
ょ

口

口口口
口口

cm 
観光局策関係省庁 内闇府/笛察庁/総務省/法務省/外務省/間務省/文部科学省/厚生労働省/農林水産省/経斉産業省/国土空遡省/環境省

車務局園土交通省観光"耐71展興観 U R L : http://www.mlit.go.jp 
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含申毒警報とは?

食中毒は季節巴ょうらず 1年を

通じて発生しますが、細菌lこよる

食中毒はやはり夏巳多発する傾向

があります。そこで、毎年7月と B

月を中心巴細菌性食中毒が発生し

やすい気象状況lこ怠つだ場合区、

営業者や住民のみなさん巴食品衛

生lこ関する注意を呼びかけ食中毒

を予防するためlこ、保健所から食

中毒筈報を発令しています。

どんなH寺区食中毒警報は発

全室主査金ヱ
その臼の最高気温28

0

C以上が予

想される揚合など食中毒発生尾危

険性が高い気象条件のとき巴発令

し、町や食晶衛生協会、マスコミな

どを通じてみなさんlこあ知らぜし

ていますので、警報がで定ときC

は食晶のとりあっかい巴特区注意

してください。

と

事c特 l之注意する食中毒菌

腸炎ビブリオ

腸炎ビブソオl苫海水や海中の泥

巴j替み、夏、特区海水混が20
0C以上

巳なると活発巴増殖 し主巴魚介類

を介してヒト|こ感染します。主な

症状は激しい腹痛と下痢です。予

防のポイントは、魚介類は真水で

よく洗い、保容は低温 (5
0

C以下)

で行うこと、まだ魚介類はできる

だけ加熱して食べ、さしみ等|こす

る場合は必ず生食用のものを使用

すること、魚介類を調理し定器具

などはよく洗って熱湯で殺菌する

こと、などです。

， 

ー

@
@
⑮
@
⑮
⑮
 

目
陣
日

自
治
会
独
自
で

夏
ま
つ
り

ま
つ
り

-
旬
冨
自
=
-

園

内
自

神
丘
連
合
自
治
会
(
会
長
・河
田

一
之
)
が
主
催
す
る
神
丘
夏
ま
つ

り
が

7
月
初
日
、神
丘
小
学
校
で

行
わ
れ
自
治
会
の
住
民
の
ほ
か
市

街
地
か
ら
も
多
数
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
で

6
回
目
を
迎
え
る
同
ま

つ
り
に
は
、
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

や
バ
ン
ド
な
ど

5
団
体
1
個
人
が

参
加、
神
丘
小
学
校
児
童
に
よ
る

神
丘
懇
明
太
鼓
で
幕
が
開
け
ま
し

た
。
会
場
内
で
は
、
出
庖
や
大
抽
選

会
が
行
わ
れ
大
変
賑
っ
て
い
ま
し

た。始
め
た
き
っ
か
け
は
?

今
回
の
夏

ま
つ
り
を
担

当
す
る
文
化

部
の
天
沼
寧
部
長
は
、
始
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
雪
ま
つ
り
へ

の
参
加
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
何
か
始
め
よ
う
と
神
丘
地
区

の
愛
指
令
ラ
ン
ド
で

M
時
間
キ
ャ

ン
プ
&
ラ

イ
ブ
を
行
っ
て
い
る

「
が
ん
ば
る
べ
や
実
行
委
員
会
」
と

音
楽
を
メ
イ
ン
と
し
た
夏
ま
つ
り

と
し
て
始
め
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
ン

ル
の
違
い
も
あ
り
第
2
回
目
か
ら

は
、
今
の
よ
う
な
内
容
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
内
容
も
年
々

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
夏
ま
つ
り
に

訪
れ
る
数
も
増
え
、
昨
年
よ
り

5

0
0
枚
増
や
し
た
ビ
ー
ル
券
1
5

0
0
枚
も
完
売
し
た
そ
う
で
す
。

八雲町
~静かな山峡の湯宿~

町曽温泉お'2!こ荘

今金地方食品衛生協会・北海道八雲保健所

総合優勝で50，000円の商担券をゲット '

きたひやま夏まつり『筋肉お付』

北槍山町

「¥四季折々に変わる露天風目。夏の1温泉
で心と体をいやしリフレツンュしてくだ
さい。
.日附入浴料金/大人360円・大人(中学
生)31 0円中人150円小人無料※お得
な回数券もありますB

.街泊料金/大人5.950円・大人(中学生)
5.800円・中人5.380円小人11.850円
.お問合せ先/八雲町商工観光労政問!

包 01376-2-2111
・予約/町古温泉おぼこ荘
nOI370-3-3123 

ストラックナイン
キックタ ゲット l人で参加するも良

し、友達、親子で参加するも艮し
ポールインパーク

.日時/8月16日(金)午後3時(午後
2時受付)

.場所/農村環境改善センター駐車場

.問い合わせ先/問実行委員会
合 目1378-4-5'106

3種目に挑戦

NO'.52 

r 

過コリド~/L嫡ネット山積載

誕生しました.
フワッとしたソフトクリームをそのまま急速冷凍
しサラッと食べやすい新感党アイスです.
ミルクパ/プキ/プルペリ一、ヨーグルト抹
茶コーヒーと全部で6節矧が発売されています.
・販売応/わっかけ加藤尚応機却商高フレッ
ンユサクセス、カネンノストア政協ストア大辻
附応セラーズ神田、柴附商応、森商応
.希望!小売価格/150mf入り 200円
・お問い合わせ先/
役場特産品開発係 官ol:i78-7-33 I I 
段高産物加工センタ一 回01378←7-3288

慎
也
九

』
ヨ
『
守
亡
九

回巨

Fe棺
芭

愛
指
令
ラ
ン
ド
で
一
組
の
新
婚

カ
ッ
プ
ル
が
さ
さ
や
か
な
披
露
宴

を
6
月
初
日
に
行
い
ま
し
た
。

披
露
宴
を
行
っ
た
の
は
舘
田
慎

也
さ
ん
・
真
紀
さ
ん
ご
夫
妻
で
、
素

晴
ら
し
い
晴
天
の
中
ご
家
族
・友

人
合
わ
せ
て
同
人
が
出
席
し
、
祝

福
し
ま
し
た
。
一
面
に
広
が
る
黄

色
の
花
畑
の
中
で
の
指
輪
交
換
は

と
て
も
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
な
ご

や
か
に
進
め
ら
れ
た
式
の
最
後
に

フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が

ら
退
場
す
る
ご
夫
妻
は
と
て
も
輝

い
て
見
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
舘
固
さ
ん
ご
夫

妻
の
よ
う
に
自
然
に
四
ま
れ
な
が

ら
の
披
露
宴
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
も

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

4・!• 
"ごす

大成町
大威町野芭~a器

貝取澗渓谷キャンプ場

熊 石町
観的拘社側穴窃

長万部町

ν 
Cむ

民取澗摂谷の「レク リエーソヨンの轟Jと呼
ばれる山と川|に抱かれた白熱裕のキャンプ唱
は凹季折々の野田花が楽しめる遊歩道、イワ
ナヤマベ酎りが楽しめる川や周辺には揃泉
が楽しめる国民宿舎あわび山担や多目的広場
などが整備されており、盛りだくさんのアウ
トドアライフが楽しめます。
.塙所/大成町字貝取澗
.利用料金/大人220円小中学生110円、テ
ント1--2人用(1班)220円 3-5入問(1張)550 
円、6人以上(1彊)670円、タ プ(1張)500円
・お問い合わせ先/役場産業献山林係

"B"OI39g-，j-5511 

神輿渡御を先頭に古くは京都祇国

祭りの流れをくむ8台の山車が巡行。

山車それぞれの独自の太鼓やお蝦子

の聞き比べ、一声かけての山車参加が
できます。

夜7時からは神輿の練 り歩きで、一

段と華やかな夏の一夜を満喫できま
す。

・8月14日/関内~根崎

15日/鮎川~根崎
.山車行列/午後1時出発

第
日
回
函
館
地
区

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
5

年
生
大
会
が
7
月
日

日
・日
日
・日
日
の

3

日
間
函
館
市
で
で
行

わ
れ
、
今
金
町
サ

ッ

カ

l
少
年
団
が

幻

ー

チ
|
ム
参
加
し
た
中

田

で
見
事
3
位
に
入
賞

醇

し
ま
し
た
。

同

試
合
は
ト
l
ナ
メ
副

ン
卜
方
式
で
行
わ
れ
圃

1
回

戦
、
2
回
戦
、
引

準
々
決
勝
ま
で
す
べ

て
P
K
戦
で
勝
ち
上
が
り
、
準
決

~緑の中でリフレッシュ~

眺望銭湯 fとあのの務』

シーズン中は、道内外から多くのキャ
ンパーが訪れる「長万部公園Jに隣接した
小高い丘が、眺望抜群の「とみのの森」で
す。

森林浴、パードウォッチングなど家族
そろって自献に親しみ駒ヶ岳の展望も
満喫できます。

.問い合わせ先/公l甜管理制l

nOI377-2-5854 ¥ 

函恰
山地
区
法
会
で
臭
事
3
位

今
A
4

一町
サ
ッ
カ
ー
少
年
国

6妻子
ガ して持に足之監 団 湯対勝

| 目てもつはせエ督指に 川 2で

ぞ指いらて常て主ゃ導破サでは

i?;iiili7Hfif 
| リ と戦 心 ン け チ つ 宍 少 の も

ル | 話つを達 漏叫 た 年上 。

「みんなのひろば」に掲載する記事を募集しています。

クラブ活動、各種団体活動など・・-パ総務課情報サービス係)

ド
カ
ッ
プ
!

ね

が

え

か

た

い
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つ

ゆ

や

み
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返
り
の
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す
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平成mJ年度 自衛官採用試験案内 1 
区 分 志願受付

第1次試験一一 ，欠 第2次試験 最 終

試験日 試験会場 合格発表 ー 誌験且ー 試験会場4 合格発表

般曹候学生 7月1日伺) 11月6日制
9月14日ω 今金 9月26日ω10月5・6日 函館

曹候補士 9月6日倒 11月12日ω

7月1日但) 10月12日ω
航空学生 9月21日ω 函館 10月4日働 ~17日倒千歳 1月24日働

9月6日働 の2日間

9月12日制 11月22日幽
看護学生 10月22日ω 函館 11月5日ω 札幌 1月15日b同

10月11日幽 11月23日ω

採用試験 最 終 ※詳しくは役場総務課又は自1(111琢函館地方連絡区 分 志願受付
試験日 鼠験会場 合格発表

7月1日開) 9月19日ω 11月12日ω
部今金募集事務所までお問い合わせください。

2等陸・
男子

9月22日(日) 2日・23日 (予定) 役場総務課 'B'2-0111 
函館

海・空士 女子 7月1日伺) 9月24日
11月12日ω 自衛隊今金募集事務所 'B'2-0258 

9月23日伺) .25日

平成1r!1年度北海道警察官型車堂験情報 I 

-試験日程 -受験資格

第1次 採用
受験年齢の上限は、 医院未満で本年度は次のようになっていま

区 分 受付
試験日 予定日 す。

A 
8月7日附男性 B 

9月22日(日) ※注

区分 受 験 資 格

女性 A B月23日幽
B 

学校教育法による大学(短期大学を除く)等を卒業
学歴

警察官A区分 した者(平成15年3月卒業見込み者を含む)

※注
(男性 ー女性) 昭和47年4月2日から昭和56年4月1日までに生

年齢 まれた者
A区分及びB区分いずれも平成15年4月以降

(A区分のうちl見に大学等を卒業している者及

びB区分のうち高等学校等を卒業している者

については、平成15年2月に採用される場合も

あります0)

学歴 A区分以外の者
警察官 B区分
(男性 ・女性) 昭和47年4月2日から昭和60年4月1固までに生

年齢 まれた者

・第 1次試験地
身体基準、試験内容等詳しいことについては

八雲、函館、札幌ほか18会場 昌司E語元三2量袖垣ーIIlr;~・1.. '11 まで問い合わせください。

海上保安(大学校・学校)学生募集 I 

海上保安庁では、平成15年4月採用の海上保安大学

校 ・ifa上保安学校学生の採用試験を次により行います。

-受験申込書受付期間

大学校学生 平成 1 4年 8 月 29 日(木)~ 9月10日(火)

保安学校学生平成 1 4年 7 月 25 日(木)~8月8日(木)

・受験資格

大学校学生は、昭和57年4月2日以降、保安学校学生

は昭和54年4月2日以降に生まれたもので次に掲げる者

(1)高等学校を卒業した者及び平成15年3月までに高等

学校を卒業する見込みの者

(2)高等専門学校の第 3学年のaW程を修了した者及び平

成15年3月までに高等専門学校の第3学年の限程を修了

する見込みの者

(3)大学入学資格検定に合格した者等、 (1)、 (2)に掲げる

者と同等の資絡があると認める者

・試験日(第 1次試験)

ぐの

(1 )海上保安大学校平成1'1年11月2日(土)・ 3日(日)

(2)海上保安学校 平成1'1年9月29日(1:1) 

・試験科目

(1 )海上保安大学校

教義拭験(多枝選択式) ・及び学科試験(多校選択式 ・

記述式)

(2)海上保安学校

イ船舶運航システム課程

教養試験(多枝選択式) ・及び作文試験

日航EE課程 ・情報システム錬程及び海洋科学lW!程

教養試験(多枝選択式)及び学科試験(多校選択式)

・第 1次試験地(道内分)

札幌市 ・函館市・小綿市・旭川市 ・釧|路市

なお、受験資格、試験科目等詳しいことについては、

函館海上保安部管理課に問い合わせください。

'1'1'0138-42-1118 

， 

• • 

' • 

学生納付特別をご惇じですか?
20歳以上であれば、学生の方も国民年金に加入し

なければなりません。しかし、ほとんどの学生は所

得がありませんので、国民年金に1m入しでも保険料

承認されることになっています。

この承認は、前年の所絡を確認して決定されます

ので、毎年度、申請が必要となります。忘れずに申

を納めることが困難です。そこで、学生本人の所得 請してください。

が一定程度より低い場合(扶養親族等がいない場合 l

で68万円以下) には社会人になってから保険料を納 l直歪互重圧亙E
めることができる、「学生納付特例制度」が平成12年 ; 学生納付特例期間中に附害や死亡といった不慮の

4月からスター卜しています。 ，事故が生じたときには、満傾の障害基礎年金や遺族

;基礎年金が支給されます。It:J~i~fが遅れると、承認さ
阪間部の学生等も対象に れる前の保険料を納めていない期間は保険料未納期

学生納付特例制度を利用できるのは、大学、大学 :間となってしまい、その問に事故や病気で障害が

院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校等に 残っても、障害基礎年金を受けられない場合があり

在学する20歳以上の学生等で、この 4月からは、夜 ますのでご注意ください。

間部や定時制課程・通信制課程などの学生等も対象

となりました。 |社会人になっわら|

学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期

|申請手続きが必要です 問として算入されますが、年金領には反映されませ

学生納付特例制度を利用するのは、申請をして承 ん。十年以内であれば保険料をさかのぼって納める

訟を受ける必要があります。「匡l民年金保険料学生追納)ことができますので、満額の老齢基礎年金を

納付特例申請書」に必要事項を記入の上、住民禁を登 :受けるためにも、卒業したら忘れずに追納してくだ

録している市区町村の国民年金担当窓口に鑓出して l さい。

ください(申請書は社会保険事務所にも備え付けて 詳しくは

あります)。申請のあった月の前月分の保険料から 役場 l階IU]民課年金係まで

ご存じですか?

雇用保険の育児・介護休業給付制度
.育児休業給付制度は、 l歳未満 ・介護休業給付帯IJ度は、家族の介 き l回の介護休業期間(最長 3カ

の子を養育するため育児休業を行 設休業を取得した雇用保険被保険 l 月)に限られます。

い、育児休業終T後に職場復帰す l 者の方が対象となり ます。ただ 介秘休業給付金の支給を受ける

る予定の雇用保険被保険者の方が lし、介護休業を開始する時点で、 1 ためには、事業主の方が、介護休

対象となります。 ，介被休業終了後に離職することが 業を終了してから「休業開始時賃

育児休業開始前 2年前に、賃金 l 予定されている方は、対象とな り l 金月額明細書」等を事業主の所在

の支払いがあった日が11日以上あ ;ません。 地を管イもするハローワークに提出

る月が12カ月以上必要です。 ， 介鍛休業開始前 2年間に、賃金 l することになります。

育児休業給付金は、休業日目始前 ;の支払いがあった日が11日以上あ :

の賃金の40%(育児休業期間中 に l る月が12月以上必要です。 ，・問い合わせ先

30%、職場復帰後 6カ月経過後に 対象となる家族の範囲は、被保 ・ハローワーク八雲

10%)相当額が支給されます。 険者の配偶者、父母、子、配偶者の 'B'01376ー2-2509 

育児休業給付金の支給を受ける 父母または被保険者が同居しかっ l ・ハローワーク函館

ためには、事業主の方が、育児休 扶養している被保険者の祖父母、 'B'0138-26-0735 

業を開始した日の翌日から 10日以 兄、弟、姉妹、孫のいずれかです。ハローワーク江差

内に「休業開始時賃金月額証明昏」 介愁休業給付金は、休業日日始前の 'B'01395-2 -0178 

等を事業主の所在地を管轄するハ 賃金の40%相当額が支給されま l

ローワークに提出することになり ;す。

ます。 支給対象となる一人の家族につ !

匂〉
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せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
恰
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
8
月
引
日
凶

午
後
l
時
1
午
後
5
時

V
8
月
幻
日
附

午
前
9
時
i
正
午
は
時

。
連
絡
先

〔北
櫓
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8

4

5
7
2
4
 

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
】

8
月
刊
日
は
「道
の
日
」

道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生

活
を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
基
本
的
な
社
会
資
本
で
す
が
、

そ
の
整
備
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
空
気
の
よ
う
に
あ
ま
り

に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
8
月
刊
日
の
「
道
の
日
」

を
契
機
に
も
う
一
度
見
直
し
て
み

た
い
も
の
で
す
。《

役
場
l
階
建
設
課
》

9
月
2
日
間
は
個
人
事
業
税

の
第
1
期
分
の
納
期
限
で
す

個
人
事
業
税
は
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
個
人
の
方
が
、
そ
の
事
業

の
所
得
を
基
礎
に
課
税
さ
れ
、

8

月
と
け
月
の

2
回
に
分
け
て
納
め

る
道
税
で
す
。
(
年
額
が
l
万
円

以
下
の
場
合
は
、

8
月
に
全
額
を

納
め
ま
す
。
)

l
回
目
の
納
期
限
は
9
月
2
日

間
で
す
。
納
付
書
は

8
月
に
第
2

期
分
の
納
付
書
と
一
緒
に
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の

う
え
、
銀
行
・郵
便
局
な
ど
お
近
く

の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
(
納
付
書
を
な
く
さ
れ
た
方

8
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6
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7
3
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登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

買
・
贈
与
・
相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・法
人
の
登
記

な
ど
、
登
記
に
関
す
る
相
談

。
相
談
担
当
者

司
法
書
士
佐
々
木
長
芳

。
開
設
日
時
及
び
場
所

V
8
月
初
日
附

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

役
場
1
階
町
民
相
談
室

。
主
催
函
館
地
方
法
務
局

同

U
0
1
3
8
1
2
3
1
7
5
1
1

総
合
公
園
管
理
棟

お
気
軽
に
ご
利
用
を
!

今
金
川
総
合
公
園
管
理
棟
(
今

， 

• • 

は
再
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
)

な
お
、
納
期
限
ご
と
に
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
税
す

る
、
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
方
法
は
、
納
税
通
知

書
に
同
封
の
「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

討
し
く
は
、
槍
山
支
庁
総
務
部

税
務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
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私幌自動車保険
請求相談センター
専門σ梱叡買がと相暗 こ応じます.

鍛害保険 般のご相談も受付します。

金
小
学
校
一一
袋
)
を
一
般
の
方
に
解

放
し
て
お
り
ま
す
。

施
設
内
で
は
飲
食
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
に
は
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
役
場
1
階
建
設
課
管
理
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
利
用
で
き
る
時
間

午
前
9
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で

《
問
い
合
わ
せ
・申
込
先
》

役
場
1
階
建
設
課
管
理
係
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終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
方
々
ヘ

通

貨

・証

券

な

ど

を

お

返

し

し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す。

。
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
後
(
地
)

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど

。
海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
り
返
さ

れ
た
も
の

役場税務課では、納税相談に応じています。期限ま

でに納められないときなどはお気軽にこ相談くだ

さい。

UlJ~ヨ丑EE ーー正ヨt'~;jJ
lm;:;f司E7ZHaMEfaJil
の納期となっています。

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸
港

(
地
)
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
最

寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

会
最
寄
り
の
問
い
合
わ
せ
先
》

函
館
税
関
監
視
部

〒

0
4
0
8
5
6
1

函
館
市
海
岸
町
2
4
番
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開
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9
月
は
「障
害
者
雇
用
促

進
月
間
」
で
す

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
で
は
、
本
年
度

も
9
月
を
雇
用
促
進
月
間
と
定

め
、
各
種
雇
用
促
進
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

当
所
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
々

の
就
職
促
進
の
た
め
、
「集
団
で

お
見
合
い
方
式
」
に
よ
る
雇
用
促

進
会
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
々
が
多
数
参
加

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事

業
主
の
皆
様
の
積
駆
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

-
日
時
V
9
月
幻
日
附

時
か
ら

-
場
所
V
花
び
し
ホ
テ
ル

函
館
市
湯
川
町
1
丁
目
同

開
午
後
l

• ' 

-
内
容
V
就
職
を
希
望
す
る
障
害

者
の
方
々
と
企
業
の
合
同
面
接
会

@ 

詳
し
く
は
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館
(
函
館
公
共

職
業
安
定
所
)
函
館
市
新
川
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5
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8
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専
門
援
助
部
門
み
ど
り
の
窓
口

2
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
 

今
年
主
慶
応
大
学
医
学
部

公
総
衛
生
学
窃
次
会
調
替

回
が
一恭
却
し
ま
す

調
査
団
は
、
7
月
却
日
間
か
ら

8
月
M
日
附
ま
で
滞
在
し
、
今
金

町
で
の
家
庭
訪
問
・
無
料
検
診
・

講
演
会
・
環
境
調
査
を
と
お
し

て
、
住
民
の
健
康
意
識
の
増
進
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。5

カ
年
計
画
の
調
査
研
究
は
、

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ
て

お
り
、
次
の
日
程
で
無
料
検
診
、

講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
無
料
検
診
、
講
演
会
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
聞
折
込
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

。
8
月
9
日
倒
、
什
日
側
に
眼
科

.
耳
鼻
咽
喉
科
の
無
料
検
診

。
B
月
刊
日
日
川
に
ガ
ン
・生
活
習

慣
病
・
老
化
・
痴
呆
を
テ

マ

と

し
た
講
演
会
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O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

園
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、お

園
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圃
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

圃

位

。

1
3
7
6

3

2
1
4
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利
用
者
が
主
役
の

学
び
の
拠
点
づ
く
り

4
3
社
会
教
育
委
員
会
活
動
か
ら

今
金
町
に
は
、
ど
ん
な
「
学
び
の
場
所
』
が
あ
り
ま
す
か
?
体
育
、
文
化
そ
の
他
の
様
々
な
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
場
所
。
例
え
ば
、
総
合
体
育
館
や
町
民
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
学
習

セ
ン
タ
ー
、
健
民
グ
ラ
ン
ド
や
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
、
図
書
室
・
・

・

e
t
c。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

想
像
以
上
に
利
用
者
数
が
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
利
用
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と

お
り
老
朽
化
や
施
設
設
備
、
ス
ペ
ー
ス
の
面
な
ど
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
条
件
の
中
で
、
利

用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
会
で
は
、
第
二

次
社
会
教
育
中
期
計
画
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
「
学
び
の
拠
点
」

整
備
に
つ
い
て
、
今
あ
る
施
設
の

有
効
活
用
や
今
後
望
ま
れ
る
施
設

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
七

月
十

一
日
(
木
)
、
町
内
数
ヶ
所
の

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
ピ
リ
カ
遺
跡
保
存
整

備
に
関
わ
っ
て
、
発
掘
現
場
の
状

況
を
再
現
し
た
露
出
展
示
施
設
を

視
祭
。
こ
こ
で
は
、
来
春
オ
ー
プ

ン
に
向
け
た
活
用
計
画
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
、
ピ
リ

カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
レ
プ
リ
カ
や
昔
の

道
具
を
展
示
中
の
中
里
小
学
校
。

併
せ
て
、
貴
重
な
農
具
や
生
活
資

料
を
保
管
し
て
い
る
旧
住
吉
小
学

校
の
収
蔵
状
況
を
視
察
。
目
を
見

張
る
貴
重
な
資
料
、
活
用
が
待
た

れ
る
た
く
さ
ん
の
資
料
が
眠
っ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
心
の
潤
い

や
読
書
活
動
の
拠
点
と
し
て
二
万

数
千
冊
の
蔵
書
が
あ
る
町
民
セ
ン

タ
ー
図
書
室
。
こ
こ
で
は
、

二
階

に
あ
る
こ
と
の
不
具
合
や
読
書
ス

ペ
ー
ス
や
書
棚
の
設
置
な
ど
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
行
わ
れ
た
会
議
に
お
い
て

4 

4・• 
は
、
文
化
ホ
l
ル
機
能
の
あ
り
方

や
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
の
拠
点
づ

く
り
、
今
金
小
学
校
改
築
と
併
せ

た
図
書
館
機
能
の
整
備
な
ど
の
可

能
性
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
三
年
と
平
成
五
年
に
そ
れ
ぞ

れ
提
出
さ
れ
た
「
(
仮
称
)
今
金
町

博
物
館
」
と
「
(
仮
称
)
今
金
町
文

化
セ
ン
タ
ー
」
に
関
わ
る
答
申
書

が
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
、
望
ま

れ
る
学
び
の
場
に
つ
い
て
、
今
後

も
継
続
し
て
協
議
し
、
積
極
的
に

提
言
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
の
主
張

去

る

6
月

目

日

(

水

)

熊

石

町

青

少

年

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ

ー

を

会

場

に

少

年

の

主

張

槍

山

支

庁

地

区

大

会

が

開

催

さ

れ

、

槍

山

管

内

各

町

の

代

表

者

初

名

の

中

学

生

が
出
場
し
ま
し
た
。

今
金
中
学
校
か
ら
は
蛎
崎
舞

さ
ん

(
2
年
)
、
森
田
彩
佳
さ
ん

(
3
年
)
の

2
名
が
出
場
し
、
自

ら
の
体
験
を
も
と
に
日
頃
か
ら
感

じ
て
い
る
意
見
や
疑
問
を
発
表
し

ま
し
た
。

蛎
崎
さ
ん
は
、
体
調
を
崩
し
て

運
動
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
健
康
な
時
に
は
考
え
も
し
な

か
っ
た
自
転
車
マ
ナ
l
の
悪
さ
や

登
下
校
時
に
送
迎
し
て
く
れ
た
り
、

健
康
管
理
に
気
を
使
っ
て
く
れ
る

両
親
の
大
切
さ
な
ど
自
分
自
身
や

自
分
を
取
り
巻
く
環
境
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま

た
は
、
こ
の
経
験
か
ら
自
分
を
支

え
て
く
れ
る
人
の
大
切
さ
を
認
識

す
る
こ
と
や
時
間
を
う
ま
く
使
っ

て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
自

分
の
気
持
ち
を
整
理
で
き
る
人
間

で
あ
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
「
自

分
を
見
直
す
時
間
」
と
い
う
演
題

で
堂
々
と

発
表
し
ま

し
た
。ま

た
森
田
さ
ん
は
、
「
夢
」
と

題
し
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
の
現

時
点
で
の
考
え
を
述
べ
、
数
多
い

将
来
へ
の
選
択
肢
の
中
か
ら
ど
の

よ
う
に
選
択
し
て
い
い
の
か
戸
惑

う
自
分
に
叔
父
の
経
験
談
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、

「
夢
と
い
う
も
の

は
人
生
の
中
間
地
点
で
あ
り
、
今

は

一
番
近
い
目
標
を
持
て
ば
い

い。

」
と
の
こ
と
で
今
、
や
る
べ

き
こ
と
を
す
る
。
し
か
し
、
夢
を

実
現
で
き
な
い
環
境
に
お
か
れ
て

い
る
人
も
中
に
は
い
る
と
い
う
こ

と
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

緊
張
感
に
包
ま
れ
た
会
場
の
中

で
演
題
に
立
つ
発
表
者
の
姿
は
、

自
分
自
身
の
意
見
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
皆
、

大
き
な
声
で
堂
々
と
し
て
お
り
迫

力
を
感
じ
ま
し
た
。

中
学
生
の
実
体
験
に
基
づ
い
た

豊
か
な
発
想
や
思
考
力
を
目
の
前

に
し
た
時
、
将
来
の
日
本
を
担
う

子
供
の
育
成
に
携
わ
る
大
人

達
が
忘
れ
か
け
て
い
た
健
や

か
で
い
き
い
き
と
し
た
純
粋

な
心
の
大
切
さ
を
感
じ
た
大

会
で
し
た
。

思
春
期
を
向
か
え
た
中
学

生
・
高
校
生
に
接
す
る
大
人

達
が
与
え
る
影
響
力
と
い
う

の
は
、
個
人
の
人
生
を
左
右

す
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
は

ず
で
す
。

@ 

話をしています。 この飼

活動により、 子どもたちの

思いやりの心や生命を尊

する心が育まれています。

また、今年は大豆を栽

し、豆ふづくりに挑戦する

とともに、秋の豆がらは山羊のえさとして活用しま

す。 (平成 11年・ 12年北海道教育委員会生き物ふれ

合い事業指定校)

・ビニールハウスのプール
昭和 62年、PTAや地域の方々の奉仕活動によっ

て簡易プールが設置されました。移動式の循環機も

備え、暑い夏のひととき、子どもたちは楽しそう に

水に親しんでいます。・1也域あげての運動会
PTA役員及び地域の方々によるグラウンドの除

草、会場設営、当日の運営まで学校との連携協力に

より実施しています。保育所と学校と地域が一体と

なり楽しいひとときを過ごしています。

明治 34年、金原明

善氏らの開拓による

由緒あるこの地に創

立されました。今金

市街地からやく 6km 

日進線の中

央に位置し、ブランド品「今金男しゃく」をはじめ、多

くの農作物を生産している純農村地帯にあります。

・開校100周年
平成 13年開校 100周年を迎え、 8月に記念式典・

祝賀会を開催するなど、地域、同窓生の方々と永い

歴史を振り返り、思い出の1ページを作ることがで

きました。

.飼育 ・栽I音活動
平成2年から山羊を飼育し、全校児童が交代で世

紹 介
金原小学枝

学校
今金町立

.学校
句・， 

企蛎崎さん

e. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• 

l子育て ホ ッ ト ラ イ ン は 、 . です。(不在の時や夜間は留守番電話になります)

ていました。快く生徒達の世

話をしてくれたホストファミ

リーに特に感謝をしたいとの

ことです。

私は娘のアナと妻のジャッ

キーを歓迎してくれた皆さん

に感謝したいです。特に私の

英会話教室の生徒さんや

ジャッキーのバレーボールの

仲間違にです。アナは既に帰

国しジャッキーは今月中に日

本を離れます。

また、私の誕生日を特別に

祝ってくれた人々に感謝しま

す。

良い夏を楽しんで下さい!

バーンサイドの高校生と引

率者は今金町で心温まる素晴

らしい時間を過ごしました。

彼らは多くの 日本文化を体験

したりディナーやパーティー

を開いてもらいました。そ し

て、今金中学校、今金小学校、

高等養護学校を訪れた時、温か

い歓迎を受けました。更に、ホ

ス トファミリーに厚いもてな

しを受けました。 体育館での

涙のお別れは短い期間ではあ

りましたが、強い紳が築かれた

ということを示しました。

パーンサイド高校のストゥー

プ校長は今金町民の精神の寛

大さをずっと忘れないと言つ

企森田さん

@ 

今金町ドリームパスツ7
9 : 00出発
札幌ド ム・美笛方面

今金町成人祭
14 : 30 今金町民センター

熊本県山鹿鹿本小学生派遣事
業
熊本県

美利河小学校始業式

今金小 ・今金中・花石小・
川小・神丘小・

21白(in/¥C乗7雨前説正一一一一一一

1回今金剣道大会
9 : OO~総合体育館

檎山管内小中学生水泳大会
9 : OO~今金中学校プール

15日(木)

18日(日)

19日(11)

20日(刈

25日(日)



お
年
寄
り
の

脱
水
症
を
防

早
く
見
つ
け
よ 、-

-つ，.
-つ，.

-
水
は
命
の
源

み
の
す
べ
て
が
壊
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

私
達
の
身
体
は
ω
%
が
水
で

す
。
水
H
体
液
は
体
内
で
ど
の
よ

う
な
作
用
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

}つ。
栄
養
素
を
含
ん
だ
体
液
が
細
胞

に
届
か
な
い
と
身
体
を
動
か
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
や
代
謝
が
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
液
は

人
間
の
身
体
の
中
の
老
廃
物
を
外

に
捨
て
る
と
い
う
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
体
液
が
う

ま
く
働
い
て
い
な
い
と
生
き
る
営

健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課健康づくり係・国保係)扇 風みんなの健康

-
原
と
老
廃
物
の
関
係

尿
を
出
さ
な
け
れ
ば
体
内
の
老

廃
物
を
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
老
廃

物
を
捨
て
ら
れ
な
い
と
最
終
的
に

は
尿
毒
症
を
起
こ
し
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
ま
ず
、
健
康
成
人
は
尿

と
し
て
一
日
1
5
0
0
M
く
ら
い

ず
つ
放
出
し
て
い
ま
す
。
健
康
成

人
で
は
一
日
最
低
限
8
0
0
1恥
で

い
い
と
こ
ろ
で
も
高
齢
者
で
は
尿

4 

• • 
の
濃
縮
力
が
低
下
し
て
い
る
の
で

1
0
0
0
M
必
要
に
な
り
ま
す
。

「尿
が
近
い
」
「
ト
イ
レ
い
く
の
が

大
変
」
と
い
っ
て
水
分
を
摂
る
こ

と
を
我
慢
し
て
い
る
高
齢
者
は
、

老
廃
物
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
状

態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
非
常
に

危
険
な
状
態
を
自
ら
作
り
出
し
て

い
る
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
汗
や
糞
使
な
ど
に

含
ま
れ
る
水
分
を
考
え
る
と
、

一

日
2
4
0
0
1
2
8
0
0
1即
の
水

を
排
池
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。

-
水
の
補
給

さ
て
、
一
日
に
ど

う
や
っ
て
こ
れ
だ

け
の
水
を
補
給
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
つ
水
・
牛
乳
・
ジ
ュ
ー
ス

・

麦
茶

・
煎
茶
な
ど
コ
ッ
プ
や
湯
飲

み
で
液
体
と
し
て
摂
取
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
量
は
1
5
0
0
d
で

す
。
皆
さ
ん
の
家
の
お
年
寄
り
は

ち
ゃ
ん
と
飲
め
て
い
ま
す
か
?

お
年
寄
り
は
喉
の
渇
き
を
感
じ

に
く
い
た
め
お
茶
や
水
を
あ
ま
り

の
ま
な
い
こ
と
が
多
く
、
普
段
の

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

普
段
、
ど
れ
く
ら
い
飲
ん
で
い

る
か
を
み
て
あ
げ
て
下
さ
い
ね
。
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正記題担孟
【美利河地区]
.対象じ>美利河地区住民
@日時じ>8月12日1m・9月9日1m

1 '1 : 00~ 1 6 : 0 0 
@場所じ〉美利河生活館

【種川地区1
.対象じ〉種川地区住民
@日時じ>8月21日休)・9月18日附

1 3 : 30~ 1 5 : 30 
.場所じ〉種川温泉集会室

【あったからんど1
.対象仁〉全住民
.日n寺1>8月13日ω・27日I;K)

9月10日休)
1 3 : 3 0~ 1 5 : 3 0 

.場所1>あったからんど

・内容(各地区共通)
じ〉健康相談・血圧測定・尿検査

-
高
齢
者
、
ガ
脱
水
症
を

起
こ
し
ゃ
す
い
原
因

水
分
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
き

体
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
水
を
出

し
て
く
れ
る
の
は
「
筋
肉
」
で
す
。

し
か
し
、
お
年
寄
り
ゃ
赤
ち
ゃ
ん

は
筋
肉
が
少
な
い
た
め
、
水
分
の

補
給
が
止
る
と
簡
単
に
脱
水
症
を

お
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
腎
機
能
も
低
い
た
め
、

老
廃
物
を
だ
す
た
め
に
沢
山
の
水

分
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
脱
水
症
の
症
状

①
活
動
性
の
低
下
と
発
熱

3
ま

ず
、
全
般
的
に
元
気
が
な
く
な
り
、

発
熱
し
ま
す
。
し
か
し
、
脱
水
症

の
発
熱
は
幻
度
位
で
あ
ま
り
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
体
温
が
低
い

人
は
初
度
く
ら
い
で
発
熱
と
い
う

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
普
段
、
ど

の
位
の
体
温
な
の
か
を
知
っ
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

②
皮
膚
の
箆
燥

3
肢
の
下
を
さ

わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
肢
の
下
が

ツ
ル
ツ
ル
と
す
べ
り
や
す
け
れ
ば

乾
い
て
い
る
状
況
で
す
。
水
が
足

り
て
い
る
と
湿
り
気
が
あ
り

ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
感
じ
が
す

る
も
の
で
す
。

③
せ
ん
妄

3
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
い
っ
た
り
、
幻
覚
が
で

• • 
た
り
し
ま
す
。
意
識
障
害
の
ひ
と

つ
で
す
。

00 

-
典
型
的
な
脱
水
症
状

初
日
に
元
気
が
無
く
な
っ
て
微

熱
が
出
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し

い
わ
ね
」
と
様
子
を
伺
っ
て
い
る

聞
に
食
欲
も
、
水
を
飲
む
元
気
も

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
を

飲
む
元
気
が
な
け
れ
ば
点
滴
以
外

に
補
給
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
目
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
l

脱
水
が
原
因
で

「肺
炎
」
と
い

う
診
断
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
脱
水
で
寝
込
ん
だ
と
こ
ろ
に

溜
ま
っ
た
疲
な
ど
へ
細
菌
が
感
染

し
、
結
果
的
に
肺
炎
を
起
こ
し
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
を
迎
え
ま

す
。
お
年
寄
り
の

「脱
水
症
」
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・

d害電

E~l@理冨冨冒窓t議診;
E回ヨE圏
.対象1> 11 1 3年 7~8 月生まれの子
φ月日1>9月2日開)
.時間1>(受付)1 4 : 3 0~ 14: 45 

務顎曹三1 2~1II岨月生まれ
の子
.月日1>8月19日(月)
.時間1>(受付)1 4: 3 0~ 1 4 : 45 

EIf.-JS跡彊i:同唱3，悶酋Ilfo1i同冨f~書当

.対象1>1114年 4月生まれの子

.月日1>8月19日(月)

.時間仁>(受付)13: 1 5~ 1 3 : 3 0 

.対象1>1114年 5月生まれの子

.月日1>9月2日1m

.時間仁>(受付)1 3 :1 5~ 1 3 : 30 

[各相談ー健診共通】
・場所じ〉総合福祉施設内保健セン
タ
・持ち物1>母子手帳・タオルなど

【リウマチ科1
.対象じ〉八雲総合病院リウマチ
科に通院されている方
.月日 1>8月19日(月)・9月9日(月)
.時閉じ> 1 0 : 0 0~

蕪医事区選面安東
【眼科】
.対象仁〉全住民
@月日1>9月11日同
.時間じ>9 : OO~ II :30 

【耳鼻科1
.対象じ>全住民
.月日1>8月27日(ボ)
.時閉じ> 1 4 :00~ 1 5 : 00

【各診療科共通1
.場所1>総合福祉施設内

保健センター
@内容仁〉八雲総合病院医師

診察(有料)

152察を受けるにはつi
。予約申込が必要となります。
。治療費等は病院と同犠となり
ますので健康保険証等が必要と
なります。
。70歳以上の方は老人医療受給
者証も必要となりますので
お忘れなく，7'1'2-2780 

(Jf) 
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:・司~哩哩ヨ~もへっち ゃ ら 、 泣きません。
このまま元気に強い子に育ってね回
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:砂笹木涼羽ちゃん ・ f'¥・1:
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医
8月4日道陣]ロイヤル病院(北恰山)1¥'4-5011

11日楢崎医院(瀬棚)1¥'7 -3021 
18日北恰山町国保病院(北槍山)1¥'4-5321 
25日今金町国保病院(今金)1¥'2 -0221 

( 9月分については予定です)

9月i日道南ロイヤル病院(北約山)1¥'4-5011
8日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)1¥'7-2<170 
15日梢崎医院(瀬棚)1¥'7 -3021 
10日 今金町国保病院(今金)1¥'2 -0221 

日休

※当番医が君、きょ変更となる場合がありますので

ご了承ください。 崎司

午前10時から正午まで ".E，，，"忌A

午後 1時から 3時まで 引己三時 前 T

運転免許証

更新時講習のご案内

動民住

園優良講習(30分講習)

-今金町民センタ-

8月22日、 9月17日(午後 1時)

.北槍山町農村環境改善センタ

9月 5日(午後 1時)

・一般講習(1時間)

-北槍山町農村環境改善センタ

9月 5日(午後 2時)

・違反・初回講習 (2時間)

-北槍山町農村環境改善センタ-

8月 8目、 9月12日(午後 1時)
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姥名

西村

河島

金いつまでもあ幸ぜに
6 /25檎森 裕樹さん(江差町)・下山千恵子さん(中トマンケシ)

今金町の交通事故発生状況

斜
計
件
名
名

末

6
0
8

同
門

円。

の
6Fl墨翌五

前月対比

(ム 8)

(ム 4)

(ム 4)

( 0) 
6月発生

発生件数 1件
死者数 0名

傷者数 1名 有司)栄町

春幸)上種川

信弥)寒昇

竜司)末広町

di72hじとEうdiめceう

彩花ちゃん 6月23日 (保護者

ゅうちゃん 6月28日 (保護者
ひろな

弥菜ち九 7月4日(保護者
ゅうすけ

悠介ちゃん 7月 7日 (保5望者

※ S S j)HVJ (スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼ口日数

ベ;

634日

学ぉ4やみ毛 5しあげます

中 島 ハ ルさん 6月初日 86歳(大和町)

溢 谷 正 三九 6月21目 的 歳 ( 栄 町 )

森 新吾さん 6月23日 92歳(豊寿園)

久保田 一 夫さん 7月 8日 71歳(中種川)

阪爪義雄九 7月 9日 77歳(日進)

大佐賀 きちよさん 7月10日 93歳(南町)

高島 進さん 7月 13日 60歳(八幡町)

脅 藤 ミ チさん 7月15日 74歳(昭和町)

笹 森 昭 治さん 7月16日 75歳(南栄町)

7月19日受付分まで

内
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